
全５回シリーズ

　公益財団法人SBS静岡健康増進センター公開講座「聞
いてなるほど！ いきいきライフ」の2019年度シリーズ（全
５回）第3回がこのほど、静岡市葵区のしずぎんホール

「ユーフォニア」で行われた。後半は名古屋学芸大大学院
教授の下方浩史さんが「食事で体の痛みを防ぐ 」と題し
講演した。その概要を紹介する。 　　
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激
痛
と
な
る
　
　
　
　

痛
風
、膵
炎
、尿
管
結
石

病
気
に
は
、
食
事
が
主
な
原

因
と
さ
れ
る
「
痛
い
病
気
」
が

あ
り
ま
す
。
逆
に
言
え
ば
、
栄

養
で
予
防
で
き
る
辛
い
病
気
が

あ
る
わ
け
で
す
。

ま
ず
、
痛
風
は
男
性
に
多
く
、

肥
満
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
プ
リ
ン

体
が
三
大
原
因
で
す
。
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｇ
２
と
い
う
遺
伝
子
も
誘
因
し

ま
す
。
足
の
親
指
の
つ
け
根
が

赤
く
腫
れ
上
が
り
、
激
痛
が
走

り
ま
す
。
悪
化
す
る
と
動
脈
硬

化
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
も
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
痛
風

の
原
因
と
な
る
尿
酸
を
作
る
の

が
、
プ
リ
ン
体
と
い
う
成
分
で

す
。
レ
バ
ー
、
マ
イ
ワ
シ
、
カ

ツ
オ
、
エ
ビ
、
ビ
ー
ル
に
多
く

含
ま
れ
ま
す
。
ビ
ー
ル
以
外
の

ア
ル
コ
ー
ル
も
痛
風
を
悪
化
さ

せ
ま
す
。

膵
炎
も
痛
み
が
強
い
疾
患
で

す
。
急
性
膵
炎
は
ア
ル
コ
ー
ル

や
胆
石
が
主
原
因
で
す
。
慢
性

膵
炎
は
腹
痛
を
繰
り
返
し
、
白

い
便
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、
膵

臓
が
ん
や
糖
尿
病
を
併
発
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
週
３
回
以

上
、
１
日
１
合
以
上
飲
酒
す
る

人
は
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

次
は
胆
石
で
す
。
胆
の
う
炎

は
女
性
に
多
く
、
７
割
以
上

が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
結
石
で

す
。
胆
の
う
の
ポ
リ
ー
プ
は

石
灰
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
で
す
。
胆
石
は
食
後
に
痛
み

や
す
く
な
り
ま
す
。
右
の
肋
骨

の
下
が
差
し
込
む
よ
う
に
痛
み

の
波
が
続
く
の
で
す
。
熱
が
あ

る
場
合
は
胆
の
う
炎
や
胆
管
炎

の
危
険
性
も
あ
る
の
で
、
す
ぐ

病
院
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ち

な
み
に
胆
石
に
な
り
や
す
い
人

は
「
フ
ァ
イ
ン
、フ
ァ
ッ
テ
ィ
、

フ
ィ
メ
ー
ル
、フ
ォ
ー
テ
ィ
（
元

気
で
太
っ
た
40
代
の
女
性
）
」

で
す
。
胆
石
は
放
置
す
る
と
胆

の
う
が
ん
や
胆
管
が
ん
に
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

尿
管
結
石
は
血
尿
が
出
て
痛

み
を
伴
い
ま
す
。
尿
路
結
石

は
、
シ
ュ
ウ
酸
結
石
と
尿
酸
結

石
の
２
種
類
で
す
。
シ
ュ
ウ
酸

結
石
は
「
野
菜
の
石
」
と
言
わ

れ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
タ
ケ
ノ

コ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
紅
茶
な

ど
シ
ュ
ウ
酸
を
含
む
野
菜
や
、

甘
い
物
の
取
り
過
ぎ
で
起
こ
り

ま
す
。
尿
酸
結
石
は「
肉
の
石
」

と
呼
ば
れ
、
肉
好
き
な
方
に
起

こ
り
や
す
い
の
で
す
。
予
防
に

多
め
の
水
分
摂
取
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

骨
や
関
節
、
筋
肉
が
痛
む
場

合
の
対
策
は
、
食
事
で
も
行
え

ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
や
大
豆
イ

ソ
フ
ラ
ボ
ン
は
、
骨
や
筋
肉
を

丈
夫
に
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

は
骨
や
筋
肉
を
強
く
し
、
認
知

症
を
予
防
す
る
働
き
も
あ
り
ま

す
。
食
事
以
外
に
日
光
に
当
た

る
こ
と
で
も
産
生
さ
れ
る
栄
養

素
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
や
Ｂ
12
は
神

経
痛
に
有
効
で
す
。
近
年
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
12
の
欠
乏
症
が
高
齢

者
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
糖
尿
病
の
メ
ト
フ
ォ
ル
ミ

ン
と
い
う
薬
の
副
作
用
で
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
12
の
吸
収
が
抑
制
さ

れ
る
た
め
で
す
。
Ｂ
12
の
欠
乏

で
貧
血
や
末
梢
神
経
炎
、
場
合

に
よ
っ
て
は
認
知
症
の
引
き
金

に
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

過
度
な
糖
質
制
限
は

〝
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
〞
抑
制

痛
み
の
感
じ
方
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
感
情
的

な
も
の
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
増
え
る
と
痛

み
を
忘
れ
ま
す
が
、
血
圧
も
上

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
も

う
一
つ
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
も
痛
み

を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
、
安
心

感
に
よ
り
和
ら
ぎ
ま
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
別
名
「
幸
せ

ホ
ル
モ
ン
」
と
言
い
ま
す
。
こ

の
原
料
と
な
る
の
が
、
ト
リ
プ

ト
フ
ァ
ン
と
い
う
ア
ミ
ノ
酸

で
、
た
ん
ぱ
く
質
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

女
性
は
男
性
よ
り
セ
ロ
ト
ニ

ン
の
産
出
量
が
少
な
く
、
ト
リ

プ
ト
フ
ァ
ン
の
欠
乏
に
よ
る
合

成
の
低
下
率
も
高
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
加
さ
せ
る

食
品
に
、
高
野
豆
腐
、
湯
葉
、

納
豆
な
ど
の
大
豆
製
品
や
、
か

つ
お
節
、
魚
類
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
産
生
に
は

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
お
勧
め
は
バ
ナ
ナ
で
す
。

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
６
、糖
質
が
豊
富
な
の
で
す
。

最
近
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
で

糖
質
を
制
限
す
る
人
も
多
い
よ

う
で
す
が
、
糖
質
が
少
な
い
と

脳
内
で
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
作
れ
な

い
の
で
す
。
感
情
が
不
安
定
に

な
り
、
う
っ
屈
し
た
り
急
に
泣

き
出
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
過
度
な
糖
質
制
限
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

腸
内
環
境
が
　
　
　
　

多
く
の
疾
患
に
影
響

と
こ
ろ
で
意
外
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
腸
内
細

菌
が
原
因
で
起
こ
る
と
さ
れ
る

病
気
は
、
実
は
案
外
多
い
の
で

す
。
例
え
ば
う
つ
病
、
自
閉
症
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
自
己
免
疫

疾
患
、
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
が
ん
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

善
玉
菌
を
増
や
し
、
腸
内
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
非
常
に
大
事

で
す
。

最
近
は
、
腸
が
脳
に
関
連
す

る
「
脳
腸
相
関
」
の
研
究
も
進

ん
で
い
ま
す
。
腸
内
環
境
が
良

い
人
は
少
量
の
ト
リ
プ
ト
フ
ァ

ン
の
摂
取
で
も
、
セ
ロ
ト
ニ
ン

が
よ
く
増
加
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。腸
の
健
康
は
、

脳
や
免
疫
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
好

影
響
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

さ
て
、
大
豆
製
品
は
健
康
に

良
い
、
と
日
頃
か
ら
よ
く
食
べ

て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
大
豆
に
は
エ
ク
オ
ー
ル
と

い
う
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
日
本
人
の
約
半
数
は
、
腸

内
に
エ
ク
オ
ー
ル
産
生
菌
を

持
っ
て
い
て
、
こ
の
菌
が
あ
る

こ
と
で
、
大
豆
製
品
の
栄
養
素

が
効
率
よ
く
体
内
で
発
揮
し
ま

す
。
そ
し
て
大
豆
製
品
を
長
年

食
べ
て
き
た
人
ほ
ど
、
こ
の
菌

を
体
内
に
保
有
し
て
い
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
、
口
の
中
が
不
衛
生
だ

と
菌
が
腸
に
入
り
、
自
己
免
疫

疾
患
の
潰
瘍
性
大
腸
炎
や
ク

ロ
ー
ン
病
、
さ
ら
に
は
脳
に

入
っ
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を

誘
発
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
発

酵
食
品
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
心
が
け
、
暴
飲
暴

食
を
防
ぐ
こ
と
で
、
痛
み
を
起

こ
す
病
気
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能

で
す
。
さ
ら
に
は
病
気
の
進
行

を
食
い
止
め
、
時
に
は
改
善
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。
健

康
に
不
可
欠
な
良
い
食
事
を
、

ぜ
ひ
毎
日
の
食
生
活
の
中
で
意

識
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

食
の
選
択
で
辛
い
病
か
ら
身
を
守
ろ
う

古賀  震

ワンポイントアドバイス

古
賀
所
長
の

上手な医療活用で健康長寿

SBS静岡健康増進センター所長

　我々の診療は問診（医療面接）、診察、検査、診断、治療
で構成されています。その中で問診はすでにＡＩによる実施が
可能です。診察に関しては顔、全身、歩き方など見るポイント
が多いのでまだ課題はたくさんあります。しかし、ポイントを
絞ればかなりの診察が可能な状況になっています。画像検査の
実施もＡＩと協力すればかなり検査時間の短縮が可能となるで
しょう。さらにさまざまな検査データの管理はＡＩが得意とす
るところです。次に診断や治療のサポートもビッグデータの活
用と診断基準やガイドラインでより一層可能となります。また、
診断、治療（薬物の選択、投与期間や副作用情報、さらに手
術支援や放射線治療、ガンマナイフの的確な照射範囲
と線量・回数等）のみならずさまざまな疾病に関
する予防情報も提供できると考えられます。ドク
ターや薬剤師、ナースの心強いサポーターになる
ことは疑いのないことです。ＡＩの有効活用とそ
の共存、共栄が大きな課題ですね。

第６回：医療におけるＡＩの活用（診断・治療編）

しもかた・ひろし　1977 年、名古屋大卒。86 年 6 月～ 90 
年 3 月、米国国立老化研究所へ客員研究員として留学。国立
長寿医療センター研究所疫学研究部長を経て、2013 年から
名古屋学芸大大学院教授。同大健康・栄養研究所長。日本内科
学会認定医、老年病専門医。日本老年医学会代議員、日本健康
支援学会などの評議員や理事を務めるとともに、長寿、栄養、
代謝に関する疫学的研究を行う。


